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１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 議事 

※深谷市総合教育会議運営要綱第４条第１項の規定により、市長を議

長として議事を進行 

 

≪協議事項≫ 

（１）“渋沢栄一翁の精神”を広める取組について 

 

（事務局から説明） 

 

【“渋沢栄一翁の精神”を広める取組について】 

（１）本取組の内容について 

・すぐに構築するのは難しいと思うが、作文コンクールについて事業

を全国化するにあたり、甲子園のように地区予選を開催し、その地

区予選を通過した作品が全国大会へとエントリーできる仕組みも面

白いのではないかと考える。 
・各地区で審査することにより、様々な地域の方をより多く巻き込ん

で事業を展開することができ、また、一括で審査するよりも作業の

分散化を図ることができるため、審査時間を短縮・軽減化できると

考えられる。 
・入賞者に対して、賞状のほか副賞などを設けることにより、多くの 
応募者に参加していただけると思う。 

 

・教育委員会の「ふるさと ふかや・渋沢学フォーラム」、渋沢栄一 

政策推進室の「渋沢栄一ひとづくりカレッジ推進事業」について 

は、連続して充実した取り組みとなっており、周りから好評の意見 

を聞いている。感謝申し上げる。 

・今回新たな取組として議題にあがっている作文コンクールのほかに 

も事業案等があるのか？ 

 

（学校教育課） 

・今回の取組を行う経緯としては、既に実施している忠恕の心を受け

継ぐ取組として、「ありがとう」の手紙を展開しているところであ

るが、関係団体の方や心の教育推進協議会の方から立志の精神を受

け継ぐ取組についても全国に広げていくのが良いのではないかとの

声をいただき、今回の「志と未来をつなぐ」栄一翁作文コンクール

の提案に至った。 



発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

島﨑委員 

 

 

 

 

 

 

 

荒井委員 

 

 

 

 

久保田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

（渋沢栄一政策推進課） 

・新一万円札発行に向けて新紙幣のプレイベントとして、深谷市内の 

国際ロータリークラブと連携し、新紙幣発行に向けて機運醸成を図 

るために実施する公開座談会や深谷博覧会など、皆さんと一緒に新 

札発行に向けて盛り上げていく様々なイベントを予定している。 

・また、来年度に向けては中高生を対象に「起業創業プログラム」と 

して、中高生が進路を考えるうえで参考となるような取り組みを実 

施する予定である。 

 

・様々な取組が予定されており、楽しみである。 

・このタイミングを逃さずに、子どもから大人まで全国へ渋沢栄一翁 

 の精神を広めていくことが重要であると考える。 

・今後実施予定の立志をテーマとした作文コンクールについては、現 

在実施している「ありがとう」の手紙事業も同時展開していくこと 

が考えられるので、生徒の負担や学校の負担も考慮して、詳細事項 

について精査していく必要があると考える。 

 

・忠恕の心を広める「ありがとう」の手紙だけでなく、全国に渋 

沢栄一翁の立志の精神を広める取組は素晴らしいと考える。 

 作文コンクールだけでなく、様々な取組を通して立志の精神を広め 

て欲しいと思う。 

 

・今回の作文コンクールについては、意義のある取組だと考える。忠 

恕の心だけでなく、立志の精神との両輪で行っていくのはいいこと 

であり、全国の人たちが深谷を知る良い機会になるのではないかと 

考える。 

・作文コンクールの受賞者のメリットとして、深谷らしさがあればよ

り注目される取組になると考える。例えば、渋沢栄一に絡めて子供

が楽しめるもの（新一万を模した名刺の作成など）や深谷に本社が

ある企業の見学などの学習体験を副賞としてつけるとより面白い取

り組みになるのではないかと思う。 

 

・子供たちの自分探しの旅の助けになるのが教育である。 

 新一万円札発行で渋沢栄一の精神や考え方にも注目が集まる中で、 

 この作文コンクールを発信していく。 

・１００年後の社会をグランドデザインできたのが、渋沢栄一翁であ 

る。栄一翁は、社会全体の共存共栄のあり方を探り、それがＳＤＧ 

ｓの考え方と繋がる部分がある。それを生誕の地である深谷市から 

発信することに意義があると考える。 

 

・教育に対しては、自己の利益だけでなく、社会全体の利益を考える 

ことの大切さを伝えていく必要がある。 

・子供たちに対して、立志の精神を伝え、将来の道しるべを示してあ 

げるのが大人たちの役目である。教育委員会と市長部局が連携して 

取り組むことが必要であると改めて感じた。 
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（２）本取組の懸案事項について 

 

・実施体制及び審査体制については、渋沢栄一記念財団、商工会議所 
などの関連団体との連携を図り、審査に協力していただくことで、 
厚みのある取組になると考える。 

 
・さまざまな関係団体や多くの人に発信していく必要があると思うの 
で、実行委員会体制でよいと考える。 

 
・審査体制について、全国から募集する中では審査員の中に著名人が

いることで目を引くのでないかと考える。 
 
・教育委員会と市長部局だけでなく、関係団体と共に運営していく実

行委員会形式がよいと考える。 
・年齢層の幅が広いため、ＰＲしていく際には子供と大人でそれぞれ

チラシを作成するなどの考慮が必要だと思う。 
 
・ムーブメントを起こす意味でも実行委員会形式がよいと思う。 
 協賛金についても今後の懸案事項として検討していく必要がある。 
 審査体制についても、委員から意見があったように関係団体の役員 

 に審査に加わっていただく必要があると考える。 
 
・皆様からご意見がありましたように、栄一翁の立志の精神をしっか 
 りと継承し、有意義で持続的な取組にしていきたいと思う。そのた 
めに、市長部局、教育部局間の連携はもとより、関連企業等と連携

した体制作りを進めてまいります。 
 
 
≪報告事項≫ 

（１） ヤングケアラーアンケートの調査結果について 

 

（事務局から説明） 

 

 

・深谷市は、先進的にアンケートを実施し、結果を精査して教育委員 

会と福祉部門の連携した取組を行っている。 

これにより、手当が必要な児童に支援が行えていると考える。 

 

５≪その他≫ 

 

・作文コンクールについて、トップセールスでの周知も行う予定であ 

る。チラシの作成については、迅速に進めていくこと。 

 

６ 閉会 

以上 



 


